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［CS500263］ 

［BIM モデルのさらなる活用提案。ニーズに合わせて “味付け

“ して 活用］ 

［山根 知治］ 

［オートデスク株式会社］ 

 

説明 

作成した BIM モデルを十分に活用していますか？干渉チェクや視覚シミュレーションといった活用

範囲にとどまって、もったいないと感じていませんか？BIM モデルをもっと活用したいが、BIM ソフ

トウェアを習得するにはハードルが高いと感じているユーザーに、クラウドベースの Assemble で

BIM モデルから、ニーズに合わせてコンディショニング＝味付けして、業務で活用できるようになり

ます。例えば、材料、部材、型番、タイプ、工区、進捗ステータスといったニーズ合わせて構成、

フィルター、色分けして積算、工程・進捗管理に BIM モデルを活用展開できるようになります。

日々のミーティングでも、今まで平面図に色分けして作業確認、指示していたようなコミュニケー

ションも BIM モデルを活用することで、より視覚的、効果的、効率的、経済的になります。 

］ 

 

スピーカーについて 

山根 知治 

オートデスク コンストラクション ソリューション 

Technical Solution Executive 

オートデスク歴 19 年、オートデスク初のクラウド コラボレーションサービス Buzzsaw で技術サポートを

担当。その経験を生かして、オートデスク次世代統合プラットーフォームとなる Autodesk Construction 

Cloud を皆さまと共に育てていきたいと思っています。 

学習の目的 
• ［BIM モデルを Assemble にパブリッシュする手順］ 
• ［BIM が持つ基本的な属性情報と Assemble が持つ付加属性情報の違い］ 
• ［両方の属性情報を活用し、用途にあわせた階層化、フィルタ（表示、非表示）、数量算出］ 
• ［抽出した情報をビューセットとして保存して関係者と共有］ 
• ［進捗ステータスなどの属性で色分け、視覚化］ 
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BIM モデルを Assemble にパブリッシュ。簡単、ウェブブラウザーだけで BIM の

モデルが扱える 

 
Revit, Navisworks, Civil3D, AutoCADにインストールされた Assemble プラグインから BIM のモデルを

Assemble に簡単パブリッシュ。ウェブブラウザーだけで BIM の部材、属性、３Dモデル、２Dシートを表

示。どの画面から部材を選択しても連動します。必要な条件で部材をフィルタ、階層化、数量拾い。そし

て任意の属性で色つけして視覚化。作業単位、工区、進捗管理にも BIM を有効活用 

 

 

［BIM モデルを Assemble にパブリッシュする手順］ 
1. Revit プラグインで Assemble にパブリッシュ 

 
   

2. Assmble のユーザーアカウントでログイン認証し、Assemble上のプロジェクトを選択するか、新プ

ロジェクトを作成し、パブリッシュするモデルを選択してパブリッシュします。 

 

A）Assemble にログイン     B)プロジェクトを選択 
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C)モデルを選択     D)オプション選択 

  
    

3. Assemble にブラウザーからアクセスし、パブリッシュされたモデルを開く 

• プロジェクトリストリストから該当するプロジェクトを選択 
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• Assemble のインターフェイス。こちらはパブリッシュされたサンプルモデルが意匠、構造、設

備の３つがリストされています。モデルの一つを選択して開きます。 

 
 

 

• Assemble インターフェース。モデルツリー、インベントリ、３D、２Dのどこから選択しても連携し

ます。モデルはモデルツリーからオン、オフを好きな組み合わせて選択することができます。

選択された部材の属性情報は Assemble プロパティー、モデルプロパティーに表示されます。 
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［BIM が持つ基本的な属性情報と Assemble が持つ付加属性情報の違い］ 
• BIM自体がもつ属性情報にはインスタンスプロパティーとタイププロパティーがありますが、これ以

外の別途属性として Assemble プロパティーを追加することが可能となります。 

「BIM インスタンスプロパティー」   タイププロパティー 

  
 

「Assemble プロパティーを追加」 

Edit プロジェクトから        Manage Assemble Properties から追加 
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Create Properyをクリック    新しいプロパティー名、タイプを設定して追加 

   
 

新しいプロパティーとして、たとえば、Construction Are(工事工区)、Safety Zone(安全エリア)、

Progress Tracking(作業進捗)など、日々更新（変更）されるような属性を追加し、BIM モデル

の属性とあわせることでさらに威力を発揮します。BIM モデル属性だけでは難しかった条件で

の数量算出などを効率的に行うことができるようになります。 
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［両方（BIM モデルプロパティーと Assemble プロパティー）の属性情報を活用

し、用途にあわせた階層化、フィルタ（表示、非表示）、数量算出］ 

• Construction Area(工事工区)ごとに数量を算出したい、Level（階）ごとに数量を算出した

い、１工区の３階の構造物の数量を算出したい。そんな条件を Assemble 上で条件設定を

して、簡単に数量を算出することが可能になります。 

 
 

 

フロアごとに設備機器を拾い出すようにしたれば 

 

インベントリに表示したい階層構成を作成   Level(階)-Family Name（ファミリー名）の順で作成 
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Level(階)-Family Name（ファミリー名）ごとの数量を算出することができました。 

 
 

エクセルファイルにこのインベントリ リストを書き出して活用することも可能です。 
Export to Microsoft Excel                 書き出した Excel ファイル 
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［抽出した情報をビューセットとして保存して関係者と共有］ 

色々な条件でインベントリを構成し、それをビューとして保存しておくことで、次回以降も簡単にその条

件で設定されたモデルにアクセスすることが可能となります。また、関係者間でビューを共有すること

で、必要な情報に正しく、素早くアクセスすることが可能となります。 

 

フロッピーアイコンをクリックして、保存するビューの名称を入力して保存 

   
 

抽出するモデル、条件でビューを保存しておくことで、作業効率を大幅にアップすることができます。ま

た、部材に割り当てられた属性情報が変更されれば、全てのビューに最新モデル情報として反映され

ます。これによって変更ミスを防ぐことができます。 
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［進捗ステータスなどの属性で色分け、視覚化］ 
Assemble プロパティーにはあらかじめ Instalation Status という属性情報が用意されています。例えば

天井照明機器の取り付け完了したものからステータスを Installed に更新するとします。 

 
 

Installed（取り付け完了）に照明器具だけを色分けで表示したり、逆に取り付け完了していない照明器

具だけを抽出して、数量のみならず、視覚的に位置関係も確認することが可能となります。 

 

Installed になった照明器具のみ抽出（Lightning Fixtures：20401_RS5L5_ベースライト形_埋込システム

天井用照明_面付：LRS5-6300LM が１０個取り付け済み） 
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こちらは取り付け未完了の照明器具が 158 個あることが確認できます。 

プロパティーの属性変更も、モバイル端末からそのまま行えますので、現場でステータスを変更すれ

ば、その情報が Assemble のサーバー上が更新され、そのステータスを現場事務所からすぐに確認す

ることができます。 

 
 

 

参考情報 

• Assemble紹介ウェブページ: https://construction.autodesk.com/products/assemble/  

• リソースセンター：https://assemblesystems.com/resources/#term-support-training  
• Revit, Navisworks, Civil3, AutoCAD アドインダウンロード: https://assemblesystems.com/resources/#term-

downloads  

• Excel, Primaver,PowerBI などプラグインダウンロード：https://assemblesystems.com/resources/#term-

downloads 

• Getting Started Guide: https://assemblesystems.com/getting-started-with-assemble/01-introduction/  

 


